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一
、
は
じ
め
に

　
源
氏
物
語
の
絵
画
化
は
既
に
平
安
時
代
か
ら
行
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
な
る
と

源
氏
絵
は
公
家
や
武
家
の
婚
礼
道
具
の
意
匠
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
り
・
、

そ
の
需
要
は
急
増
し
た
。
ま
た
出
版
の
世
界
に
お
い
て
も
、
山
本
春
正
が
物
語

本
文
を
校
訂
し
て
絵
も
自
ら
描
き
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
に
践
文
を
付
け

た
も
の
を
始
め
と
し
て
、
次
々
と
絵
入
本
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
源
氏
絵
研
究
の
対
象
は
、
以
前
は
専
ら
肉
筆
画
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
木
版

画
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
世
の
国
学
者
に

よ
る
源
氏
絵
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
本
誌
の
前

号
に
全
文
翻
刻
し
た
伝
賀
茂
真
淵
撰
『
源
氏
物
語
十
二
月
絵
料
』
も
ま
た
、
学

会
に
知
ら
れ
て
い
な
い
資
料
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
題
名
が
示
す
通
り
、
源
氏

物
語
の
中
か
ら
十
二
ヶ
月
の
絵
に
な
る
場
面
を
選
び
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

岩

二
、
書
誌
と
旧
蔵
者

坪

七
六

健

　
当
写
本
は
現
在
、
埼
玉
県
川
越
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
で
あ
る
。
ま
ず
書
誌

を
記
す
と
、
大
き
さ
は
縦
二
四
・
ニ
セ
ン
チ
、
横
一
六
・
ハ
セ
ン
チ
、
表
紙
は

本
文
と
同
じ
料
紙
を
用
い
、
右
端
を
上
下
ニ
ケ
所
、
紙
綾
り
で
留
め
た
だ
け
の

袋
綴
、
一
冊
で
あ
る
。
全
部
で
十
一
丁
あ
り
、
本
文
は
第
一
丁
表
か
ら
第
十
一

丁
裏
ま
で
あ
り
、
後
ろ
の
見
返
し
に
践
文
を
記
す
。
巻
頭
に
「
清
水
漬
臣
蔵

書
」
と
「
川
越
図
書
館
印
」
の
朱
印
、
お
よ
び
「
４
年
７
月
７
日
購
入
　
寄
贈

者
　
綾
部
利
氏
」
の
受
入
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
一
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
川
越
市
立
図
書
館
貴
重
図
書
目
録
』
の
「
ま
え
が
き
」
に
よ
る
と
、
当
本
は

川
越
出
身
の
新
井
政
毅
が
収
集
し
た
も
の
の
一
本
で
、
彼
が
明
治
三
五
年
に
七

六
歳
で
没
し
た
後
、
親
類
筋
の
綾
部
家
（
綾
部
利
助
氏
）
を
通
じ
て
当
館
に
寄

贈
さ
れ
た
。
こ
の
集
書
の
特
色
の
一
つ
は
、
「
清
水
浜
臣
の
自
筆
稿
本
や
校
正



書
入
本
の
類
が
み
ら
れ
る
こ
と
」
で
あ
る
。

三
、
真
淵
と
浜
臣

　
本
書
の
表
紙
に
直
に
書
か
れ
た
外
題
も
、
ま
た
本
文
冒
頭
の
内
題
も
「
源
氏

物
語
十
二
月
絵
料
」
で
あ
る
。
践
文
は
清
水
浜
臣
が
記
し
た
も
の
で
、
そ
れ
に

よ
れ
ば
賀
茂
真
淵
は
生
前
に
、
伊
勢
物
語
と
源
氏
物
語
で
絵
に
な
る
場
面
を
数

多
く
抜
き
出
し
て
お
り
、
さ
ら
に
屏
風
絵
に
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
源
氏
物

語
で
十
二
ヶ
月
の
絵
の
材
料
も
抜
き
書
き
し
て
い
た
、
と
い
う
。
そ
の
十
二
月

分
の
抄
出
が
、
本
書
で
あ
ろ
う
。

　
浜
臣
が
真
淵
の
蔵
書
を
入
手
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
丸
山
季
夫
氏
『
泊
酒

舎
年
譜
』
（
私
家
版
、
昭
和
三
九
年
）
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
本
間
游
清
著

『
耳
敏
川
』
と
黒
川
盛
隆
著
『
松
の
下
草
』
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　
　
田
安
卿
の
岡
部
平
三
郎
は
真
淵
の
孫
也
。
今
の
主
人
は
風
流
文
事
も
な
く
、

　
　
そ
の
う
へ
家
も
貧
し
く
な
り
け
れ
は
、
書
な
と
も
多
く
う
り
は
ら
ひ
ぬ
。

　
　
浜
臣
こ
の
事
を
伝
へ
聞
て
、
真
淵
の
遺
書
を
か
は
ん
事
を
乞
し
に
、
反
古

　
　
と
も
の
つ
ゞ
ら
一
つ
に
在
し
を
、
金
三
両
に
買
た
り
・
。
此
う
ち
に
は
さ
ま

　
　
く
の
説
ど
も
多
か
り
し
と
そ
。
是
よ
り
し
て
浜
臣
は
真
淵
の
書
に
富
だ

　
　
り
。
（
本
文
は
愛
媛
大
学
文
学
資
料
集
５
『
み
？
こ
川
（
上
）
』
二
九
頁
に

　
　
よ
る
）

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
浜
臣
の
師
匠
で
真
淵
の
弟
子
で
あ
る
村
田
春
海
も
知
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茂
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っ
て
い
た
よ
う
で
、
黒
川
盛
隆
著
『
松
の
下
草
』
に
は
、

　
　
此
浜
臣
は
村
田
翁
の
門
人
に
て
、
村
田
翁
、
加
茂
翁
の
家
集
を
撰
せ
し
と

　
　
き
、
浜
臣
、
賀
茂
翁
の
文
章
な
ど
蔵
し
た
り
し
を
、
を
し
み
て
村
田
翁
に

　
　
見
せ
ざ
り
し
か
ば
、
破
門
せ
ら
れ
き
。
人
々
の
わ
び
こ
と
に
て
、
漸
々
に

　
　
破
門
は
せ
ら
れ
ざ
り
し
也
。
浜
臣
は
少
し
六
ケ
し
き
人
物
也
き
。
（
本
文

　
　
は
『
続
日
本
随
筆
大
成
』
よ
り
引
用
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
春
海
が
師
の
真
淵
の
家
集
を
撰
集
し
た
際
、
浜
臣
は
春
海

の
門
下
生
で
あ
り
な
が
ら
、
真
淵
の
蔵
書
を
春
海
に
見
せ
な
か
っ
た
の
で
、
破

門
騒
動
に
ま
で
至
っ
た
ら
し
い
。
浜
臣
が
そ
れ
ほ
ど
秘
蔵
し
て
い
た
真
淵
旧
蔵

本
の
Ｉ
つ
が
、
本
稿
で
翻
刻
し
た
作
品
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
当
本
に
関
し
て
、

真
淵
自
ら
言
及
し
た
記
事
は
管
見
に
入
ら
な
い
。

四
、
引
用
本
文
の
系
統

　
本
書
は
原
則
と
し
て
、
一
ヶ
月
に
つ
き
二
場
面
を
異
な
る
巻
か
ら
選
び
、
そ

の
箇
所
の
物
語
本
文
を
「
詞
に
云
」
以
下
に
引
き
、
そ
の
前
後
に
行
頭
を
二
字

分
ほ
ど
下
げ
て
、
物
語
や
絵
の
解
説
を
し
て
い
る
。
た
だ
し
物
語
本
文
を
省
略

し
た
り
、
逆
に
説
明
文
に
他
の
場
面
を
追
加
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
真
淵
が
著
し
た
『
源
氏
物
語
新
釈
』
の
原
形
は
、
『
湖
月
抄
』
に
注
釈
を
書

き
入
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
抑
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
に
引
か
れ
た
物
語
本

文
と
『
湖
月
抄
』
を
比
較
す
る
と
、
異
な
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
た
だ
し
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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月
・
花
散
里
の
巻
で
、
本
書
の
「
家
の
こ
た
ち
、
よ
し
は
め
る
に
」
は
河
内
本

系
統
、
『
湖
月
抄
』
の
「
家
の
木
だ
ち
な
ど
、
よ
し
ば
め
る
に
」
は
青
表
紙
本

系
統
で
あ
る
が
、
真
淵
が
「
な
ど
」
を
省
い
て
引
用
し
た
可
能
性
も
あ
り
う
る
。

こ
の
よ
う
な
小
異
は
除
い
て
も
、
や
は
り
本
書
の
本
文
は
『
湖
月
抄
』
と
一
致

し
な
い
。
先
の
例
で
は
本
書
は
河
内
本
、
『
湖
月
抄
』
は
青
表
紙
本
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
と
は
逆
の
例
も
見
出
せ
る
。
た
と
え
ば
七
月
・
等
火
の
巻
に
お
い
て
、

本
書
－
『
湖
月
抄
』
の
順
に
主
な
異
同
を
列
挙
す
る
と
、
「
秋
に
な
り
ぬ
ー
秋
に

も
な
り
ぬ
」
「
す
こ
し
雲
か
く
る
こ
り
し
き
ー
す
ゞ
し
く
く
も
れ
る
気
色
」
「
か

ゝ
り
火
の
す
こ
し
ー
か
ゞ
り
火
す
こ
し
」
と
な
り
、
い
ず
れ
も
本
書
は
青
表
紙

本
、
『
湖
月
抄
』
は
河
内
本
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
本
書
独
自
の
本
文
も
あ
り
、

「
物
し
給
ひ
し
人
」
（
六
月
・
夕
顔
の
巻
）
は
、
『
湖
月
抄
』
も
『
源
氏
物
語
大

成
』
所
収
の
諸
本
も
す
べ
て
「
も
の
し
給
ふ
人
」
で
あ
る
。

　
以
上
の
三
例
（
花
散
里
・
等
火
・
夕
顔
の
巻
）
が
『
源
氏
物
語
新
釈
』
に
も

あ
る
か
ど
う
か
調
べ
る
と
、
夕
顔
の
巻
に
の
み
注
が
付
け
ら
れ
、
「
物
し
給

人
　
こ
ゝ
に
来
し
人
」
と
あ
り
、
そ
の
物
語
本
文
は
本
書
の
「
物
し
給
ひ
し

人
」
と
異
な
る
。
こ
の
よ
う
に
『
源
氏
物
語
新
釈
』
と
本
文
が
薩
賠
す
る
理
由

に
つ
い
て
は
、
第
七
節
で
考
察
す
る
。

五
、
月
に
関
す
る
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

い
が
、
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
解
釈
が
揺
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
雨

夜
の
品
定
め
（
帚
木
の
巻
）
が
な
さ
れ
た
月
は
古
来
、
論
議
の
的
で
あ
っ
た
。

『
湖
月
抄
』
の
頭
注
に
は
、

　
　
風
す
ク
レ
く
て
　
細
『
花
鳥
』
に
此
時
節
を
長
雨
よ
り
悉
、
皆
六
月
と
あ

　
　
り
。
口
（
「
月
は
あ
り
あ
け
」
と
あ
る
ほ
ど
に
、
五
月
の
末
な
る
へ
き
也
。

　
　
（
本
文
は
版
本
に
よ
り
、
適
宜
、
句
読
点
な
ど
を
付
す
）

と
あ
り
、
『
細
流
抄
』
は
『
花
鳥
余
情
』
の
六
月
説
に
反
論
し
て
五
月
説
を
提

唱
し
て
い
る
。
本
書
も
そ
れ
に
従
っ
て
か
、
当
場
面
を
五
月
に
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
本
書
の
撰
者
が
考
察
を
加
え
た
例
も
あ
る
。
そ
れ
は
六
月
・
夕

顔
の
巻
と
十
一
月
・
薄
雲
の
巻
で
、
『
湖
月
抄
』
の
「
年
立
」
で
は
前
者
は

「
夏
頃
」
、
後
者
は
「
冬
」
と
季
節
し
か
記
さ
な
い
の
に
対
し
て
、
本
書
で
は
各

々
の
続
き
の
文
章
に
前
者
は
五
月
、
後
者
は
十
二
月
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該

場
面
の
月
を
判
断
し
て
い
る
。

　
同
様
に
七
月
・
明
石
の
巻
も
、
撰
者
は
物
語
本
文
に
即
し
て
月
を
割
り
出
し
、

七
月
と
定
め
た
。
し
か
し
『
湖
月
抄
』
で
は
、
物
語
本
文
「
十
三
日
の
月
の
花

や
か
に
」
の
傍
注
に
、
「
八
月
十
三
日
也
」
と
い
う
『
細
流
抄
』
の
解
釈
を
載

せ
て
い
る
。
八
月
説
は
古
く
か
ら
あ
り
・
、
十
五
世
紀
に
成
立
し
た
今
川
範
政

『
源
氏
物
語
提
要
』
と
祐
倫
『
光
源
氏
一
部
七
』
に
ま
で
遡
れ
る
。
一
方
、
『
源

氏
物
語
絵
心
』
に
は
「
定
而
、
四
五
月
か
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
前
の
場
面
に

本
書
が
採
用
し
た
場
面
が
、
物
語
で
何
月
と
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
問
題
な
　
　
フ
ー
月
十
三
日
、
雷
鳴
ひ
ら
め
き
」
と
あ
り
、
そ
し
て
「
月
日
、
重
な
り
て
」



の
後
に
当
該
場
面
が
く
る
た
め
、
、
『
源
氏
物
語
絵
詞
』
は
四
月
か
五
月
と
見
な

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
月
日
、
重
な
り
て
」
の
続
き
に
「
明
石
に
は

例
の
、
秋
は
浜
風
の
こ
と
な
る
に
」
と
語
ら
れ
て
か
ら
問
題
の
箇
所
に
移
る
の

で
、
秋
の
七
～
九
月
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
三
ヶ
月
の
う
ち
何
月
で

あ
る
か
を
決
め
る
手
掛
り
・
は
物
語
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
古
人
が
八
月
と
解
し

た
の
は
、
「
十
三
日
の
月
の
花
や
か
に
さ
し
出
て
た
る
に
、
た
ゝ
　
『
あ
た
ら
よ

の
』
と
聞
え
た
り
。
」
の
よ
う
に
美
し
い
月
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
中
秋
の

名
月
の
二
日
前
と
定
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
そ
の
認
定
作
業
に
は
物
語
本
文
に
薬
づ
く
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
こ
で
本
書
の
撰
者
は
不
審
に
思
い
、
調
べ
直
し
た
結
果
。

　
　
此
つ
ま
さ
に
、
七
月
廿
よ
日
の
ほ
と
に
、
又
か
さ
ね
て
京
へ
か
へ
り
給
ふ

　
　
へ
き
せ
ん
し
く
た
り
云
々
と
あ
れ
は
、
こ
の
十
三
日
の
月
は
七
月
の
十
三

　
　
日
也
。

と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
問
題
の
箇
所
と
「
七
月
廿
よ
日
の
ほ

と
に
」
と
の
間
に
、
「
年
か
は
り
ぬ
。
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
、
年
が
改
ま
っ
た

こ
と
を
撰
者
は
見
落
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
『
湖
月
抄
』
の
「
年
立
」
に
は
、

光
源
氏
が
二
六
歳
の
と
き
に
「
八
月
十
二
三
日
頃
、
乗
御
馬
給
、
出
岡
辺
家

事
」
、
二
七
歳
で
「
七
月
廿
日
、
源
氏
帰
京
宣
旨
事
」
と
あ
る
。
現
代
の
注
釈

書
も
八
月
説
を
採
用
し
て
い
る
が
、
撰
者
は
通
説
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
考
察
し
直

摯
な
態
度
は
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。

　
と
こ
ろ
が
真
淵
の
『
源
氏
物
語
新
釈
』
に
は
、
『
湖
月
抄
』
と
同
じ
解
釈
が

見
ら
れ
る
。

　
　
年
か
は
り
ぬ
　
源
、
京
を
出
て
三
年
め
の
春
に
て
廿
七
歳
也
。
此
年
そ
立

　
　
　
帰
り
給
ふ
。
（
本
文
は
『
賀
茂
真
淵
全
集
』
1
3
に
よ
り
・
、
適
宜
、
私
に

　
　
　
句
読
点
を
付
す
）

　
こ
の
よ
う
に
同
人
の
著
作
で
あ
り
な
が
ら
見
解
が
異
な
る
矛
盾
を
解
決
す
る

た
め
、
以
下
の
推
理
を
試
み
た
。
『
新
釈
』
は
自
践
に
よ
る
と
、
宝
暦
八
年

（
一
七
五
八
）
に
完
成
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
著
者
は
六
十
二
歳
、
亡
く
な
る
十

一
年
前
に
仕
上
げ
た
晩
年
の
作
で
あ
る
。
一
方
、
本
書
の
成
立
は
不
明
だ
が
、

若
年
の
作
と
仮
定
す
る
と
、
『
新
釈
』
は
物
語
に
即
し
て
、
ま
た
は
『
湖
月
抄
』

の
「
年
立
」
に
従
っ
て
月
を
七
月
か
ら
八
月
に
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い

は
、
こ
と
に
よ
る
と
晩
年
に
至
っ
て
も
、
七
月
十
三
日
に
源
氏
は
岡
辺
に
出
か

け
、
翌
年
の
七
月
廿
日
に
宣
旨
が
下
っ
た
と
考
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
と

も
あ
れ
解
釈
も
本
文
も
『
源
氏
物
語
新
釈
』
と
異
な
る
点
が
あ
る
た
め
（
本
文

に
関
し
て
は
第
四
節
、
参
照
）
、
本
書
を
伝
真
淵
撰
と
見
な
し
た
次
第
で
あ
る
。

た
だ
し
以
下
の
論
で
は
便
宜
上
、
撰
者
を
真
淵
と
し
て
お
く
。

六
、
絵
の
場
面
の
選
定

し
て
い
る
。
彼
の
下
し
た
結
論
に
は
難
点
が
あ
る
も
の
の
、
学
問
に
対
す
る
真
　
　
　
本
書
の
類
書
と
し
て
、
霊
元
院
御
撰
「
源
氏
十
二
月
詞
書
」
が
あ
る
。
こ
れ

伝
賀
茂
真
淵
撰
『
源
氏
物
語
十
二
月
絵
料
』
（
解
題
）

七
九



　
　
　
　
　
伝
賀
茂
真
淵
撰
『
源
氏
物
語
十
二
月
絵
料
』
（
解
題
）

は
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に
、
時
の
上
皇
（
霊
元
院
）
が
将
軍
（
徳
川
綱

吉
）
に
下
賜
し
た
屏
風
の
詞
書
で
あ
る
。
源
氏
物
語
の
中
か
ら
毎
月
一
場
面
ず

つ
選
び
、
屏
風
絵
は
土
佐
刑
部
が
担
当
し
、
屏
風
に
張
ら
れ
た
色
紙
形
の
詞
書

は
関
白
ら
の
寄
合
書
き
で
あ
る
。
そ
の
詞
書
す
な
わ
ち
物
語
本
文
だ
け
を
一
書

に
ま
と
め
た
も
の
が
十
数
件
現
存
し
、
書
名
は
「
源
氏
十
二
月
詞
書
」
の
ほ
か
、

「
源
氏
十
二
月
絵
詞
」
「
源
氏
月
次
絵
詞
」
な
ど
伝
本
に
よ
り
異
な
紐
。

　
そ
の
作
品
と
真
淵
撰
を
比
較
す
る
と
、
場
面
が
共
通
す
る
の
は
五
例
（
貴
兄

院
撰
の
Ｉ
・
四
・
六
・
八
・
十
二
月
）
に
も
及
ぶ
。
た
だ
し
真
淵
撰
の
記
事
は
、

四
月
は
「
六
条
の
御
息
所
の
車
あ
ら
そ
ひ
の
所
」
、
十
二
月
は
「
行
幸
に
、
大

原
野
の
み
ゆ
き
の
事
、
有
」
と
簡
単
で
あ
る
が
、
霊
元
院
撰
の
と
同
じ
と
判
断

し
た
。
ま
た
前
節
で
取
り
上
げ
た
真
淵
撰
の
七
月
・
明
石
の
巻
は
、
霊
元
院
撰

で
は
『
湖
月
抄
』
な
ど
と
同
じ
く
八
月
で
、
月
は
違
う
が
同
じ
場
面
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
両
書
が
五
か
月
分
も
重
な
る
の
は
、
偶
然
の
一
致
で
は
な
く
、
真

淵
は
よ
く
絵
に
さ
れ
る
箇
所
を
熟
知
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
真
淵

が
十
二
月
・
朝
顔
の
巻
で
、
「
雪
ま
ろ
め
す
る
所
。
こ
ゝ
は
常
に
か
き
な
れ
た

れ
は
、
絵
の
料
に
ぽ
い
と
よ
き
所
也
。
」
と
記
し
た
の
も
、
そ
の
図
が
よ
く
描

か
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
で
は
真
淵
は
、
名
場
面
集
を
作
成

す
る
つ
も
り
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
な
い
。

　
源
氏
物
語
で
絵
画
化
さ
れ
た
主
な
所
を
巻
別
に
列
挙
し
て
、
場
面
ご
と
に
現

存
す
る
作
品
を
示
し
た
「
源
氏
絵
帖
別
場
面
一
‰
」
を
見
る
と
、
霊
元
院
撰
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇

作
例
が
な
い
の
は
二
月
だ
け
で
あ
い
。
よ
っ
て
本
屏
風
の
十
一
か
月
分
は
、
よ

く
描
か
れ
た
箇
所
ば
か
り
と
言
え
よ
う
。
た
と
え
ば
十
月
は
、
光
源
氏
が
頭
中

将
と
青
海
波
を
舞
う
と
こ
ろ
（
紅
葉
賀
の
巻
）
で
古
来
、
当
巻
を
代
表
す
る
名

場
面
で
あ
り
、
室
町
時
代
の
遺
品
も
伝
来
す
る
。
真
淵
も
十
月
で
、
そ
の
箇
所

を
示
し
な
が
ら
。

　
　
青
海
波
ま
ひ
給
ふ
所
は
常
に
か
き
な
れ
た
れ
は
、
此
か
さ
し
を
さ
し
か
ふ

　
　
る
所
な
と
を
か
こ
は
、
め
つ
ら
し
く
侍
ら
ん
か
。

と
し
て
、
あ
り
ふ
れ
た
場
面
よ
り
珍
し
い
方
を
優
先
し
て
い
る
。
同
様
に
十
一

月
・
幻
の
巻
も
、
「
此
あ
り
さ
ま
な
と
、
絵
に
は
め
つ
ら
し
か
る
へ
し
。
」
と
し

て
、
有
名
で
な
い
箇
所
を
採
用
し
て
い
馳
。
宣
（
淵
は
定
型
化
さ
れ
た
源
氏
絵
に

精
通
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
「
常
に
か
き
な
れ
」
て
い
る
場
と
「
め
つ
ら
し
」

い
場
と
が
識
別
で
き
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
本
書
を
作
成
す
る
に
あ
た

り
、
真
淵
は
源
氏
絵
（
肉
筆
画
・
木
版
画
）
や
『
源
氏
物
語
絵
詞
』
類
を
見
て
、

有
名
な
場
面
を
選
出
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

七
、
絵
の
解
説

　
本
書
に
は
「
か
き
や
う
（
書
や
う
）
」
と

る
。
た
と
え
ば
四
月
・
葵
の
巻
に
は
、

い
う
言
葉
が
九
回
も
使
わ
れ
て
い

六
条
の
御
息
所
の
車
あ
ら
そ
ひ
の
所
。
こ
こ
は
か
き
や
う
に
て
、
お
も
し

ろ
く
侍
る
へ
し
。



と
あ
り
、
そ
の
第
二
文
は
、
こ
の
図
は
描
き
方
次
第
で
趣
深
く
な
る
で
し
ょ
う
、

と
解
釈
で
き
る
。
一
方
、
「
又
、
は
し
か
く
し
の
さ
ま
な
と
、
か
き
や
う
あ
ら

ん
か
。
」
（
一
月
・
末
摘
花
）
は
、
階
隠
に
い
ろ
い
ろ
な
描
き
方
が
あ
る
と
は

考
え
に
く
い
の
で
、
こ
の
「
か
き
や
う
」
は
典
型
的
な
描
き
方
と
い
う
意
昧
で

あ
ろ
う
。
他
の
七
例
（
六
・
七
・
十
二
月
に
各
一
例
、
八
月
に
四
例
）
も
、
描

き
方
に
定
型
が
あ
る
と
解
せ
る
。
す
る
と
真
淵
は
、
よ
く
絵
画
化
さ
れ
た
場
面

の
み
な
ら
ず
、
描
き
方
の
規
定
ま
で
熟
知
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
本
書
に
記
さ
れ
た
絵
の
説
明
文
の
中
に
は
、
そ
の
場
面
の
物
語
本
文
に
は
使

わ
れ
て
い
な
い
語
句
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
七
月
・
明
石
の
巻
に
は
。

　
　
こ
ゝ
は
源
氏
の
君
、
直
衣
に
て
、
月
毛
の
駒
に
の
り
・
た
ま
ひ
、
惟
光
、
か

　
　
ち
に
て
、
狩
衣
す
か
た
に
て
、
御
と
も
つ
か
う
ま
つ
る
さ
ま
を
書
へ
し
。

と
あ
る
。
光
源
氏
が
直
衣
姿
で
月
毛
の
駒
に
乗
っ
た
こ
と
は
物
語
に
書
か
れ
て

い
る
が
、
惟
光
が
狩
衣
を
着
て
徒
歩
で
、
と
い
う
記
述
は
な
い
。
し
か
し
源
氏

絵
で
は
、
室
町
時
代
か
ら
そ
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
伝
統
的
な

描
き
方
を
真
淵
は
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
指
示
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
同
様
に
、
「
八
の
宮
の
家
居
は
、
あ
し
ろ
の
屏
風
、
萱
か
軒
な
と
、
事
そ
き

た
る
さ
ま
な
る
へ
し
。
」
つ
一
月
・
椎
本
）
の
解
説
に
お
い
て
、
「
網
代
屏
風
」

と
い
う
言
葉
は
物
語
の
当
該
箇
所
に
見
ら
れ
る
が
、
「
萱
が
軒
」
は
な
い
。
源

氏
物
語
の
索
引
に
よ
る
と
、
「
軒
」
は
二
例
あ
り
、
い
ず
れ
も
八
宮
邸
（
た
だ

　
　
　
　
　
伝
賀
茂
真
淵
撰
『
源
氏
物
語
十
二
月
絵
料
』
（
解
題
）

し
一
例
は
都
の
邸
宅
）
に
使
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
「
萱
」
と
い
う
言
葉
は
、

源
氏
物
語
に
見
出
せ
な
い
。
こ
の
ほ
か
右
大
臣
邸
で
の
宴
会
を
描
写
し
た
絵
の

説
明
に
、
「
を
し
き
、
つ
い
か
さ
ね
、
へ
い
し
、
か
は
ら
け
、
ら
い
し
な
と
や

う
の
も
の
、
と
り
な
ら
へ
た
る
か
た
あ
る
へ
し
。
」
⊇
一
月
・
花
宴
）
と
し
て
、

具
体
的
に
容
器
類
を
五
つ
も
併
記
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
物
語
の
当
該
箇
所

に
は
な
い
。
「
を
し
き
、
つ
い
か
さ
ね
」
は
柏
木
・
宿
木
の
巻
、
「
へ
い
し
、
か

は
ら
け
」
は
少
女
の
巻
に
お
け
る
饗
宴
の
場
な
ど
に
、
そ
し
て
「
ら
い
し
」
は

横
笛
の
巻
に
の
み
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
物
語
に
な
い
記
述
は
、
真
淵
が
源
氏
絵
を
実
際
に
見
て
記
し
た

か
、
あ
る
い
は
『
源
氏
物
語
絵
詞
』
（
注
③
参
照
）
の
類
に
書
か
れ
た
解
説
を

引
用
し
た
か
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
本
書
の
物
語
本
文
が
『
湖
月
抄
』
の
と
一
致

し
な
い
の
は
（
第
四
節
、
参
照
）
、
本
文
も
『
源
氏
物
語
絵
詞
』
類
か
ら
転
載

し
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
物
語
本
文
に
基
づ
い
て
、
問
題
の
場
面
が

何
月
で
あ
る
か
考
察
し
た
箇
所
は
、
『
湖
月
抄
』
な
ど
源
氏
物
語
の
テ
キ
ス
ト

を
使
用
し
た
で
あ
ろ
う
。
前
節
と
本
節
を
ま
と
め
る
と
、
真
淵
は
源
氏
絵
や

『
源
氏
物
語
絵
詞
』
類
を
手
掛
り
に
し
て
、
絵
に
な
る
場
面
を
選
定
し
、
描
き

方
や
描
く
物
も
記
載
し
、
月
の
認
定
に
は
『
湖
月
抄
』
な
ど
も
参
照
し
て
、
本

書
を
仕
上
げ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

八

一



　
　
　
　
伝
賀
茂
真
淵
撰
『
源
氏
物
語
十
二
月
絵
料
』
（
解
題
）

　
　
　
　
　
八
、
宣
（
淵
の
類
書

源
氏
絵
資
料
で
真
淵
の
著
書
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
も
の
が
、
も
う
一
件
あ

る
。
そ
れ
は
『
源
氏
物
語
花
宴
御
屏
風
絵
料
浪
』
と
言
い
、
前
見
返
し
に
、

　
　
是
は
十
二
月
御
屏
風
の
料
、
仰
に
よ
り
て
源
氏
物
語
の
中
よ
り
抜
出
て
、

　
　
絵
料
の
文
等
、
記
て
奉
れ
り
し
時
の
案
也
。
他
は
案
書
分
、
失
て
是
の
み

　
　
あ
り
・
。

と
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
八
丁
し
か
現
存
し
な
い
残
欠
本
で
あ
る
。
第
一
丁
表
か

ら
第
七
丁
裏
ま
で
は
、
花
宴
の
巻
頭
に
催
さ
れ
た
南
殿
の
桜
の
宴
に
関
す
る
考

証
で
、
『
西
宮
抄
』
な
ど
を
引
用
し
て
行
事
の
準
拠
や
探
韻
の
作
法
な
ど
を
考

察
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
そ
の
場
面
は
、
霊
元
院
御
撰
『
源
氏
十
二
月
詞
書
』

に
採
ら
れ
て
い
る
（
注
⑥
参
照
）
。

　
第
八
丁
は
「
十
二
月
　
あ
け
ま
き
」
と
題
し
て
、
総
角
の
巻
か
ら
物
語
本
文

を
抜
き
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
宇
治
の
大
君
の
喪
に
服
し
て
い
る
中
君
の
元
に
、

匂
宮
が
十
二
月
の
夜
に
訪
れ
た
箇
所
で
あ
る
。
そ
の
続
き
に
、
次
の
文
章
が
書

か
れ
て
い
る
。

　
　
十
二
月
の
事
、
書
た
る
は
、
て
な
ら
ひ
の
巻
と
此
所
な
る
へ
し
。
さ
れ
と

　
　
此
大
君
の
い
み
、
は
て
ん
後
に
、
中
君
を
二
条
院
に
わ
た
し
給
は
ん
あ
ら

　
　
ま
し
も
、
此
御
し
の
ひ
あ
る
き
に
つ
け
て
、
中
々
に
よ
ろ
し
き
事
に
も
成

　
　
侍
れ
は
、
し
か
し
な
が
ら
此
た
ひ
の
匂
宮
に
て
終
り
の
御
絵
に
嫌
な
く
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

　
　
候
は
ん
。
直
渕
上

　
こ
の
総
角
の
巻
の
場
面
は
『
石
山
寺
蔵
　
四
百
画
面
　
源
氏
物
語
画
帖
』

（
注
⑥
参
照
）
に
は
描
か
れ
て
い
る
が
、
『
源
氏
物
語
絵
詞
』
（
注
③
参
照
）
や

「
源
氏
絵
帖
別
場
面
一
覧
」
（
注
③
参
照
）
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
版
画
で

は
最
多
の
二
二
六
図
を
含
む
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
山
本
春
正
雛
に
も
、
当

該
画
面
は
な
い
。

　
十
二
月
の
絵
と
し
て
手
習
の
巻
も
候
補
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の
場
面

を
指
す
の
か
分
か
ら
な
い
し
、
作
例
も
見
出
せ
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
二
例
は

あ
ま
り
描
か
れ
た
こ
と
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
伝
真
淵
撰

『
源
氏
物
語
十
二
月
絵
料
』
に
十
二
月
の
場
面
と
し
て
引
か
れ
た
四
例
（
朝

顔
・
玉
鬘
・
行
幸
・
幻
の
巻
）
は
、
す
べ
て
巻
を
代
表
す
る
有
名
な
箇
所
で
あ

る
。
両
書
の
例
は
重
な
ら
な
い
が
、
真
淵
は
求
め
に
応
じ
て
類
書
を
作
成
し
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
あ
た
り
の
事
情
を
聞
き
知
っ
て
い
た
の
か
、
浜
臣
は

践
文
に
、
「
餌
居
翁
、
伊
勢
物
語
、
源
氏
物
語
と
も
の
絵
の
料
と
て
、
お
ほ
く

か
き
お
か
れ
た
る
あ
り
。
」
と
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

注①
　
徳
川
元
子
氏
「
田
安
家
蔵
　
湖
月
抄
の
真
淵
書
き
入
れ
本
に
つ
い
て
」
（
「
中
古
文

　
学
」
８
、
昭
和
四
六
年
九
月
）
な
ど
。

②
　
二
書
と
も
『
源
氏
物
語
古
注
集
成
』
（
桜
楓
社
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

③
　
片
桐
洋
一
氏
・
大
阪
女
子
大
学
物
語
研
究
会
編
、
大
学
堂
書
店
、
昭
和
五
八
年
。



　
当
本
は
、
「
『
源
氏
物
語
』
に
通
じ
た
文
化
人
が
注
文
主
の
依
頼
に
応
じ
て
、
『
源
氏

　
物
語
』
全
巻
か
ら
絵
に
す
べ
き
場
面
を
選
び
、
そ
の
部
分
の
物
語
本
文
を
詞
書
と
し

　
て
抄
出
す
る
と
と
も
に
、
絵
と
す
べ
き
図
様
を
詳
細
に
記
述
し
て
呈
出
し
た
も
の
」

　
（
解
題
の
一
三
一
頁
）
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

④
　
当
作
品
に
関
す
る
記
述
は
、
斎
麻
子
氏
「
霊
元
院
御
撰
『
源
氏
十
二
月
詞
書
』

　
考
」
（
田
中
隆
昭
氏
編
『
日
本
古
代
文
学
と
東
ア
ジ
ア
』
所
収
、
勉
誠
出
版
、
平
成

　
一
六
年
）
に
よ
る
。
そ
れ
を
絵
画
に
し
た
も
の
と
し
て
は
、
斎
麻
子
氏
が
指
摘
さ
れ

　
た
京
都
大
学
蔵
「
源
氏
十
二
月
画
粉
本
」
の
ほ
か
、
東
海
大
学
桃
園
文
庫
蔵
「
源
氏

　
十
二
月
絵
巻
」
（
桃
一
〇
－
一
一
五
）
が
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
霊
元
院
ゆ
か
り
の

　
十
二
月
物
と
し
て
「
十
二
月
和
歌
」
が
あ
る
（
宮
沢
葉
子
氏
「
柳
沢
文
庫
蔵
　
霊
元

　
院
下
賜
『
十
二
月
和
歌
』
」
、
淑
徳
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
「
国
際
経

　
営
・
文
化
研
究
」
一
一
－
一
、
平
成
一
八
年
一
一
月
）
。

⑤
　
田
口
柴
一
氏
担
当
。
『
豪
華
「
源
氏
絵
」
の
世
界
　
源
氏
物
語
』
所
収
、
学
研
、

　
昭
和
六
三
年
。

⑥
　
二
月
は
花
宴
の
巻
の
冒
頭
近
く
で
、
親
王
・
上
達
部
ら
が
韻
字
を
賜
り
詩
作
し
た

　
場
面
で
あ
る
。
ち
な
み
に
注
③
の
『
源
氏
物
語
絵
詞
』
に
も
、
ま
た
丁
作
品
で
絵
の

　
総
数
が
最
多
で
あ
る
『
石
山
寺
蔵
　
四
百
画
面
　
源
氏
物
語
画
帖
』
（
勉
誠
出
版
、

　
平
成
一
七
年
）
に
も
、
当
該
場
面
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
と
に
よ
る
と
霊
元
院
は
将

　
軍
家
に
贈
ら
れ
る
こ
と
を
配
慮
し
て
、
晴
れ
の
場
を
選
定
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑦
　
こ
の
十
・
十
一
月
の
両
例
は
、
い
ず
れ
も
注
⑥
の
二
書
（
『
源
氏
物
語
絵
詞
』
『
石

　
山
寺
蔵
　
四
百
画
面
　
源
氏
物
語
画
帖
』
）
に
採
ら
れ
て
い
る
。

⑧
　
当
写
本
は
「
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
　
物
語
文
学
書
集
成
　
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
」

　
（
雄
松
堂
書
店
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

⑤
　
当
書
の
絵
は
全
図
、
『
絵
本
源
氏
物
語
』
（
貴
重
本
刊
行
会
、
昭
和
六
三
年
）
に
収

　
め
ら
れ
て
い
る
。

伝
賀
茂
真
淵
撰
『
源
氏
物
語
十
二
月
絵
料
』
（
解
題
）

（
補
注
）

　
注
④
で
取
り
上
げ
た
霊
元
院
御
撰
『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
は
、
そ
の
書
写
奥
書
に

「
宝
永
二
年
（
中
略
）
上
皇
始
令
撰
出
給
」
と
あ
る
の
で
、
そ
の
年
（
一
七
〇
五
年
）

に
霊
元
院
が
選
ん
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
室
町
時
代
の
伝
本
が
存
在
す

る
。
そ
れ
は
大
分
市
歴
史
資
料
館
蔵
「
十
二
月
言
葉
手
鑑
」
で
、
そ
の
影
印
（
カ
ラ
ー

写
真
）
と
解
説
が
「
大
分
市
歴
史
資
料
館
ニ
ュ
ー
ス
」
5
5
（
平
成
十
三
年
六
月
）
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
巻
末
に
「
子
　
九
月
廿
九
日
　
よ
し
統
（
花
押
）
」

と
あ
り
、
「
そ
の
花
押
の
形
状
か
ら
、
天
正
一
六
年
（
一
五
八
八
）
九
月
二
九
日
に
大

友
氏
二
十
二
代
、
義
統
（
吉
統
）
が
書
き
記
し
た
も
の
」
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
す
る

と
当
写
本
の
成
立
は
、
霊
元
院
の
頃
よ
り
百
余
年
も
古
く
な
る
。

　
ち
な
み
に
当
作
品
の
類
書
に
、
「
源
氏
物
語
新
作
草
稿
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
巻
末
に
、

「
元
禄
十
五
正
廿
六
、
承
仰
撰
出
之
。
廿
七
八
両
日
二
撰
大
概
了
。
御
屏
風
十
二
枚
絵

之
詞
也
」
と
あ
り
、
元
禄
一
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
十
二
場
面
の
物
語
本
文
を
抄
出
し

た
も
の
で
あ
る
。
「
依
頼
主
は
天
皇
か
、
当
時
の
近
衛
家
の
人
物
だ
と
す
る
と
基
煕
が

該
当
し
よ
う
か
。
」
と
伊
井
春
樹
氏
は
推
定
さ
れ
た
が
（
同
氏
編
『
源
氏
物
語
注
釈

書
・
享
受
史
事
典
』
東
京
堂
、
平
成
一
三
年
）
、
も
し
依
頼
主
が
上
皇
な
ら
ば
霊
元
院

に
な
る
。
す
る
と
院
の
手
元
に
は
多
く
の
類
書
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
宝
永
二
年
に
選

ば
れ
た
の
が
、
霊
元
院
御
撰
『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

八
三




